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● 国際天文学連合総会の開催報告
IAUとその活動―IAU会長の3年を振り返って／国際天文学連合（IAU）総会で展開した国
立天文台の広報活動報告／国際天文学連合総会 IAU-OAOからの報告

★ 授賞★ IAU『世界の天文団体登録ウェブサイト』が2015ウェブアワードを受賞！
● 光学赤外線天文連絡会シンポジウム「光赤外将来計画」開催報告
● 乗鞍観測所における新コロナグラフの試験観測報告
● 「第13回水沢VLBI観測所ユーザーズミーティング」報告
● 「2015年度岡山（光赤外）ユーザーズミーティング」報告

特集
2015夏！ 国立天文台のイベント報告
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NAOJ NEWS
国立天文台ニュース
C O N T E N T S

国立天文台カレンダー

● 1 日（木）幹事会議（水沢）／光赤外専門委員会

● 2 日（金）運営会議／天文データ専門委員会

● 9 日（金）4 次元デジタルシアター公開／観望会（三鷹）

● 17 日（土）4 次元デジタルシアター公開（三鷹）

● 22 日（木）安全衛生委員会（三鷹）

● 23 日（金）幹事会議

● 23 日（金）～24 日（土）三鷹・星と宇宙の日

● 28 日（水）三鷹地区防災訓練

● 29 日（木）電波専門委員会

● 30 日（金）OBOG会

● 10 日（火）幹事会議

● 13 日（金）4 次元デジタルシアター公開／観望会（三鷹）

● 19 日（木）天文情報専門委員会

● 21 日（土）4 次元デジタルシアター公開（三鷹）

● 26 日（土）安全衛生委員会（全体・三鷹）

● 28 日（土）4 次元デジタルシアター公開／観望会（三鷹）

● 3 日（木）幹事会議

● 4 日（金）運営会議

● 8 日（火）～11 日（金）プロジェクトウィーク

● 11 日（金）4 次元デジタルシアター公開／観望会（三鷹）

● 18 日（金）幹事会議

● 19 日（土）4 次元デジタルシアター公開（三鷹）

● 24 日（木）安全衛生委員会（三鷹）

● 26 日（土）4 次元デジタルシアター公開／観望会（三鷹）

2015 年 10 月 2015 年 11 月 2015 年 12 月

表紙画像
2015年の夏も、国立天文台の各観測施設でたくさんの
特別公開やイベントが行われました。

背景星図（千葉市立郷土博物館）
渦巻銀河M81画像（すばる望遠鏡）

三鷹キャンパス正門の門柱はもともとこんな色でした
（自然科学研究機構・アストロバイオロジーセンターの
プレート設置工事中のひとこま。アストロバイオロジー
センターについては10月号をご参照ください）。

● 表紙
● 国立天文台カレンダー

特集 国際天文学連合総会の開催報告
● IAUとその活動―IAU会長の3年を振り返って

―― 海部宣男（IAU前会長・国立天文台名誉教授）
● 国際天文学連合（IAU）総会で展開した国立天文台の広報活動報告

―― 小宮山浩子（国際連携室）
● 国際天文学連合総会 IAU-OAOからの報告

―― 柴田幸子（IAU OAO／天文情報センター）

授賞
IAU『世界の天文団体登録ウェブサイト』が2015ウェブアワードを受賞！ 

―― 柴田幸子（IAU OAO ／天文情報センター）

おしらせ
● 光学赤外線天文連絡会シンポジウム「光赤外将来計画」開催報告

―― 青木和光（光赤外研究部／ TMT推進室）
● 乗鞍観測所における新コロナグラフの試験観測報告

―― 萩野正興（太陽観測所）
● 「第13回水沢VLBI観測所ユーザーズミーティング」報告 

―― 元木業人（水沢VLBI観測所）
● 「2015年度岡山（光赤外）ユーザーズミーティング」報告 

―― 福井暁彦（岡山天体物理観測所）

特集 2015夏！ 国立天文台のイベント報告
★ 「南の島の星まつり2015」報告 ―― 宮地竹史（水沢VLBI観測所／石垣島天文台）
★ 「いわて銀河フェスタ2015」報告 ―― 舟山弘志（水沢VLBI観測所）
● 第9回Z星研究調査隊「岩手県の高校生の挑戦！」 ―― 亀谷 收（水沢VLBI観測所）
●  2015年「美

ち ゅ

ら星研究体験隊」報告 ―― 廣田朋也（水沢VLBI観測所）
●  「琉球大学と国立天文台の連携授業（観測実習）2015」報告
   ―― 柴田克典（水沢VLBI観測所）、花山秀和（石垣島天文台）
★ VERA入来局施設公開「八重山高原星物語2015」報告 ―― 中川亜紀治（鹿児島大学）
★ 「野辺山特別公開2015」報告 ―― 衣笠健三（野辺山宇宙電波観測所）
★ 「岡山天体物理観測所 特別公開2015」報告 ―― 戸田博之（岡山天体物理観測所）
●  「ジュニア天文教室2015」報告 ―― 羽村太雅（天文情報センター）
● サマー・ステューデントプログラム実施報告 ―― 伊王野大介（チリ観測所）

● ふたご座流星群を眺めよう2015
● 人事異動
● 編集後記
● 次号予告

シリーズ 「新すばる写真館」20
50万光年に渡って伸びた星の帯 ―― 谷口義明（愛媛大学）
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●第29回IAU総会、ホノルル

　今年8月にホノルルで開かれた第29回 IAU（国際天
文学連合）総会で、3年間の IAU会長の任期を終えま
した。ホノルル総会はTMT建設反対運動のターゲッ
トにされそうになって前半は対応に追われましたが、
結果としては特に障害もなく、6つのシンポジウム、
22のフォーカス・ミーティングのほか多数の会議や
講演会、イベントが開催されました。参加者は74か
国から3千人超、最大規模の IAU総会でした。この総
会で、2021年の総会が韓国の釜山に決まりました。
いずれ譲らぬ4つの開催候補地が競り合い、選考会議
の舵取りに神経を使いましたが、IAUの未来の明るさ
も感じたことでした。
　ところで、IAUの運営システムや会長の仕事とはど

んなものかについて、はじめに少し紹介しておこうと
思います。
　会長（President）は、70余の国会員と1万人を超え
る個人会員を擁する IAUを代表し、年一回の運営委員
会（Executive Committee）を主宰します。また執行
部会（Officer's Meeting）を1月にパリの事務局で開
催するほか随時の電話会議を主宰し、そのほか次期運
営委員を選ぶ特別選考委員会、外部との対応、雑務も
含めいろいろな仕事に従事します。しかし IAUで一番
忙しいのは何といってもパリの事務局に張り付いて日
常業務をこなす事務総長（General Secretary）で、
事実上ほぼ専任です。それに比べれば会長は他国にい
ることもあり、平均30 ％程度の仕事だったでしょう
か。それでも各種の会議に呼ばれることも多く、年に
10回程度は海外に出かけていました。

IAUと
その活動
―IAU会長の３年を
振り返って

海部宣男
（IAU前会長・国立天文台名誉教授）

図01　ホノルル総会の閉会式でリタイアメン
トスピーチをする筆者。

図02　運営会議は、回り持ちで開催する。2014年はMt. Stromlo天
文台（キャンベラ、オーストラリア）で開催された。9人のDevision 
Presidentも招いているので大所帯。

図03　IAUの会長は、いろいろな会議に引っ張り出される。これ
は3年間議長を務めたKASI（韓国天文宇宙研究院）の外部評価委
員会のメンバー。右からAnton Zenzus、Charles Alcock、Greg 
Fahlman、筆者。
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　運営委員会は、会長、事務局長、次期会長（President 
Elect）、次期事務局長（Assistant General Secretary）
をOfficer（執行部）とし、それに6人の副会長（Vice 
President）、2人のアドバイザー（前会長と前事務総
長）を加えて、合計12人です。4人の Officer は日常
的運営に携わります。合計で6年Officerを務めるわけ
で、複雑な IAUの運営に慣れ、連続性を保つためには
よい制度ですが、期間が長い上に、完全なボランティ
ア仕事です。私もよく知る歴代の事務総長には特に、
その熱意と全面的な貢献に頭が下がります。
　最高議決機関は3年に一度の総会で、これは会長と
して最後にして最大の仕事です。私も数か月前の準備
期間から会期が終了するまで息を抜く暇なく、やはり
終わってほっと一息、というところです。ただ、こ
れで無罪放免というわけではありません。2018年の
ウィーン総会までの3年間はアドバイザーとして、執
行部と運営委員会を補佐することになります。

●IAUの歴史的な組織改革

　私が会長を勤めた3年間では何といっても、100年
近い IAUの歴史で初めての全面的組織改革の仕上げが
重要テーマでした。ホノルル総会は、それを確認する
記念すべき総会でもあったわけです。
　これまで IAUでは、個人会員はどれかのCommission
に籍を置くことになっており、40近くあるCommission
が中心的な活動の場でした。しかし何十年も続いて
きた Commission も多く、天文学の進展とは裏腹に
新たな活動が生まれ難くマンネリに陥って、会員の
関心も失われがちでした。そこで今回の改革の眼目
は、Commission を躍動する天文学にふさわしいダ
イナミックな組織にすることにありました。まず前
期のうちに、Division を大括りの9分野に整理しま

した。個人会員は一つ以上のDivision に所属すると
し、Commission が担っていた分野内の交流の役割
をDivisionが担います。その上で既存のCommission
をすべて廃止して、天文学の重要課題に対応した
Commissionを改めて公募・選定しました。存続期間
は、3年ないし6年です。いわばCommissionは、特定
分野の研究の進展のための目的と継続期間を設定し
た、プロジェクトに近い位置づけになったわけです。
個人会員は入りたいCommissionに入りますが、全く
入らなくてもかまいません。
　改革は難航も予想されましたが、すべてのDivision
プレジデントの熱心な協力、そしてまとめ役の事務総
長ティエリーの大奮闘もあり、うまく進んだと思いま
す。そのため今期はすべての運営会議にDivisionプレ
ジデントを招いたので、運営会議の進行も複雑でし
た。結果として、以前からのCommissionが新たな存
在意義が認められて存続したものもありますが、半
分以上は全く新しいテーマのCommissionになりまし
た。並行して進めた電子投票の導入も、スムースでし
た。こうして前期に続きこの3年で IAUの大幅な近代
化をほぼ完了することができたことを、大いに喜んで
います。

●IAUのユニークな活動

　IAUは、30余の科学分野の国際連合組織の中でユ
ニークな存在です。物理、地球科学、生物学など科学
の国際連合のほとんどが各国の分野学会を基礎とし

「国会員」しか持たないのに対し、IAUには国会員に
加えて個人会員の制度があり、これが IAUの活発な活
動を支えています。個人会員は急速に増え続けて、ホ
ノルル総会では新会員1200人を加え、総数1万2000人

図05　ホノルル総会の閉会式終了後、新しい会長Silvia Torres-
Peimbert（右）、新しい次期会長Ewine van Dischoeck（左）と。

図04　ホノルル総会の一幕。TMT反対運動のグループに招かれて
話をするというので待ち受ける著者（右）と次期事務総長のPiero 
Venvinuti（その左）、広報責任者のLars L. Christensen（左端）。
反対グループ内の意見対立で、結局招待は行われなかった。
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を超えました。現在日本の個人会員は700人、アメリ
カ・フランスに次いで3番目です。個人会員の資格は
博士合取得後も研究活動を続ける自立した研究者であ
ることが基本なので、その数はほぼ、各国の天文学研
究の規模を表してもいます。研究面での活動は当然と
して、いまこの豊富な人材に支えられているのが IAU
の先進的な教育・普及活動で、この点でも IAUはユ
ニークな国際科学連合といえます。
　具体的には、天文学普及の10年計画を担う「開発
のための天文学オフィス OAD（Office of Astronomy 
for Development）」は世界天文年2009を跳躍台とし
て2010年に発足し、今年で計画の半ばに差し掛かり
ました。OADはケープタウンにある南アフリカ天文
台（SAAO）におかれていて、IAUとSAAOの共同運
営です。大学の研究支援、学校の教育支援、普及活動
の支援の3つの柱で世界から公募する提案から、毎年
約20計画を選考し支援しています。今期は外部評価
委員会を設置して中間評価をお願いしたところ、これ
までの活動に対し極めて高い評価を頂きました。文化
が異なる IAUと南アフリカの調整に人に言えぬ苦労も
しましたが、IAU側の体制も強化し、今後の成果に期
待をかけています。
　もうひとつ、天文学と世界のアマチュア天文家を結
ぶ「 天 文 学普及オフィスOAO（Office for Astronomy 
Outreach）」は、私の発案です。2012年に三鷹の国立
天文台内に設置され、これも国立天文台とIAUとの合同
運営で、天文台の普及活動とも連携して活発に動いてい
ます。スタートの人事が難しかったのですが、香港から
チャン（Sze-leung Cheung）さんに来ていただいて、軌
道にのりました。いまは、世界ひかり年2015、それに

太陽系外惑星系にアマチュア天文クラブの提案とメー
ル投票で名前を付けるNameExoWorldのイベントが
進んでいます。世界のアマチュア天文団体のネット
ワーク作りが、OAOの長期的な活動の柱です（08ペー
ジ参照）。

●IAUと日本の天文学

　IAUの設立は1919年で、日本は設立メンバー国8か
国の一つです。私は日本人の会長としては古在由秀
先生（1988～91年）に次ぐ二人目ですが、副会長は
1922～28年の平山信、1961～67年の萩原雄介が務め
ています。私も1997～2003年の副会長でした。IAU
の執行部は長期にわたる上に無収入の厳しい仕事です
が、世界の優れた科学者たちと親交を深め、何よりも
天文学の進歩に世界的な視野で貢献できるという、か
けがえのない報酬があります。苦労も多いが、充実感
が大きく楽しい仕事でした。
　日本における IAUの公式窓口は、日本学術会議 IAU
分科会です。ホノルル総会後の IAU分科会では、新し
いDivisionやCommissionに日本から出ている役員が
非常に少ないことについて、懸念の声が上がりまし
た。IAUシンポジウムも、日本での開催が最近はほと
んどありません。研究面では世界のリーダーの一員で
個人会員数では3番目という日本でありながら、IAU
の運営への参加が少ないのは寂しいことです。科学研
究は、科学者自身で支え合って進めるもの。天文学は
いま、密接な地域国際協力、そして世界望遠鏡の時代
に入っています。視野を広く長く持って世界で大いに
活躍する若手の台頭を、願っています。

図06　ホノルル総会の終了後、肩の荷を下ろしてハワイ島のキラウ
エアでリラックスしている事務総長Thierry Montmerleと私。二人
で2人三脚の3年だった。

図07　ホノルル総会終了後、家内のしげみと会場となったハワイコ
ンベンションセンターの屋上で記念撮影。さすがハワイは「レイン
ボー・ステート」。
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　今年、8月3日～14日の2週間にわたり、
国際天文学連合（IAU）総会がハワイ・
ホノルルのコンベンションセンターで開
催されました。この総会は3年に一度開
催され、世界中から天文関係の研究者、
教育関係者、広報関係者、そして多くの
天文関係機関が参加します。開催地も毎
回変わり、世界中の様々な国で開催され
ています。私たちも今まで数回にわたり
ブースを設けてきましたが、今年も国立
天文台の紹介ブースを出展してきました。
　今年参加するにあたり、前回までを参
考にいくつか変更したことがあります。
それにより準備も一層慌ただしくなりま
したが、少しでも良いプロモーションが
できればと思い進めていきました。まず
大きく変更した点が、配布資料です。今
までは各プロジェクトがそれぞれ制作し
ている英語のパンフレットを準備して頂
き配布していましたが、各々の個性的な
パンフレットで、それぞれサイズやペー
ジ数などの違いがありました。そこで今
回は一機関としてより統一感が出せれば
と、デザイン、サイズ、ページを揃えて
いく方針をとりました。元となるデザイ
ンは国際連携室の方で作成しましたが、
コンテンツ内容は各プロジェクトの広報
担当者をはじめとする皆さんに制作をお
願いしました。また特に今回は馴染みの
あるハワイでの開催ということで、ハワ
イ観測所スタッフの皆さんにも事前準備
等で、多大な協力を頂きました。
　総会の数日前に日本を発ち、現地で最
終的な事前準備を済ませ、前日には実際
の会場でブースの設置を行いました。今
回はリーフレットだけでなく、バックパ
ネルのデザインも一新。今まで作成さ
れた天文台のPVも準備して行きました。
もちろん元々多くのプロジェクトがある
国立天文台のこと。リーフレットデータ
を準備している時からその数の多さを感

じていましたが、テーブルに印刷所から
届いたばかりの新しいリーフレットを並
べてみると、天文台全体や総研大のもの
も含めその数は20種類。それがズラッ
と並んでいる様子はとても圧巻で、改め
てこんなにも多くのプロジェクトが活動
をしているのだと実感できました。
　総会には約3000人強の人たちが参加
し、ブースも私たち国立天文台以外に、
天文台三鷹キャンパス内にオフィスがあ
る IAU-OAO、すばる望遠鏡を含むマウ
ナケア山頂望遠鏡の各機関、アメリカ、
オーストラリア、中国、韓国など各国の
天文台機関が同じようにブースを出展し
ていました。
　多くの機関が展示ブースで参加してい
る中、私たちはスポンサーシップを有し
ていましたので、展示エリア内で入口か
ら入ってすぐ目に入るとても良い場所に
設置することができました。
　会期の10日間、ブースには多くの方
が訪れました。最終的に印刷しておいた
全てのリーフレット、またバッグやクリ
アファイル、ペンなども1000以上も配
布することができました。連携室メン
バーを中心に展示ブースを担当していま
したが、人手も少なかったこともあり、
会期中ほぼずっとブースにいましたので、
訪れた方と話せる機会をたくさん得るこ
とができました。話の中では、天文台の
観測所・望遠鏡を知っている、観測デー
タを利用した、観測で行ったことがある
等というものもありましたが、それだけ
でなく全く逆に「国立天文台」「NAOJ」
を知らない、どんな機関なのか、という
ような質問も受けました。また各観測所
等は知っているけど、それが天文台の観
測所だったとは知らないというような話
もありました。それを思いますと、今回
のように大きな規模でブースを出し、天
文台の各プロジェクトの資料を渡したり、

実際に訪れた方たちと話すことで、少し
でも天文台のことを知って頂くいい機会
となったと思います。また今後もこのよ
うに活動していくことで、より一層、国
立天文台を、それぞれのプロジェクトの
活動・成果をアピールしていきたいと思
います。

国際天文学連合（IAU）総会で展開した国立天文台の広報活動報告
小宮山浩子（国際連携室）
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写真 01：ハワイらしくアロハで天文台展示ブースに
てお出迎え。この時の担当は左から高田美由紀さん（国
際連携室）、脊戸洋次さん（ハワイ観測所）、著者、坂
本美里さん（総務課）。

写真 02：会期開催直前のブースにはプロジェクトリー
フレットがずらり。テーブル目一杯に並んで圧巻です。
奥では吉田二美さん（国際連携室）が準備を進めてい
ます。

写真 03：会場に納品されたばかりのハワイで印刷さ
れたプロジェクトリーフレット。今回の新たな試みの
一つです。現地の展示ブースに関わるスタッフ総出で
検品と枚数チェック中です！
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　8月3～14日にハワイのホノルルで開
催された国際天文学連合（IAU）の総
会に、IAU 国際普及室（OAO: Office of 
Astronomy Outreach）のメンバー総出
で参加しました。私にとっては初めて
の IAU総会でしたが、OAOの今後の活
動を考える上で多くの収穫がありました。
この総会で OAOのミッションは主に4
つありました。ブース展示と各国のアウ
トリーチ担当者とのミーティング、系外
惑星系命名キャンペーンの一般投票開始
セレモニー、そして天文アウトリーチに
関わるセッションへの参加です。
　ブース展示は、OAOと同じくIAUの一
組織であるOAD（Office of Astronomy for  
Development）との共同出展でした。OAD
は南アフリカのケープタウンに拠点があ
り、主に発展途上国での天文教育やアウ
トリーチを支援しています。OAOとは普
段から密に連携しています。しかし、離
れた場所にある組織が一つのブースを
準備するのはかなりの苦労がありまし
た。3 m×9 mの比較的大きな区画でし
たが、お互いやりたいことをするにはどう
してもスペースが足りないのです。最初は
デザインに関しても考えが違っていました。
OADは専門業者を使って全体をおしゃれ
にデザインし、素敵な椅子やテーブルなど
を置きたかったようですが、OAOはできる
だけ予算をかけたくありませんでした。結
局、Skype越しに何度か話し合い、家具
は借りずにパネルも組み立て式の安価な
ものを持っていくことになりました。配置
は事前にほとんど決まらないままでしたが、
現場の工夫でなんとか収まりました。他の
ブースに比べると手作り感満載でしたが、
OAO/OADブースはいつもたくさんの人
が集まっていて議論がはずむ場所になっ
ていました。何度も訪れる人もいて、最
初から目指していた人が集って話ができ
る空間を実現することができました。

　OAOは、各国にNational 
Outreach Contact（NOC）
というアウトリーチ担当者
を置きネットワークを作っ
ていますが、今回の総会で
ランチミーティングを開
催し、お互いに初めて顔
を合わせました。66カ国
のNOCのうちエチオピア、
スロベニア、日本など11カ
国から参加してもらうこと
ができました。それぞれの国で行われて
いる活動や抱える問題、OAOへの要望
など話し合われました。国の事情はそれ
ぞれ違いますが、共通の問題意識を共有
する良い機会となりました。
　8月11日は、系外惑星系命名キャン
ペーンの一般投票を開始するセレモニー
を開催しました。命名対象となってい
る20の惑星系に天文クラブなどが提案
した名前から正式な名前を決めるため
の一般投票です。コーネル大学のLisa 
Kalteneggerさんが系外惑星の研究につ
いて講演したあと、彼女の最初の一票で
投票が始まり、最後は国際宇宙ステーショ
ンの宇宙飛行士から投票を呼びかけるメッ
セージビデオで締めくくられました。投票
開始30分後にサイトの画面を確認すると
すでに1000票以上も投票されていまし
た。昨年から担当してきたOAOのチャ
ン・シーリュンにとって苦労が報われ
た瞬間だったのではないかと思います。
キャンペーンは10月31日に締め切られ、
じつに63万1418通もの投票がありまし
た。名前の発表は11月中旬の予定です。
　会期中は一部のセッションに参加できた
ことで、現在天文学に関する科学コミュニ
ケーションのコミュニティーでどのようなこ
とが議論されているのかを知ることができ
ました。科学コミュニケーションに関連す
るセッションは最初の2日を除いて毎日開

催されていたのは驚きでし
た。テーマはアウトリー
チのほか、天文教育、発
展途上国における天文普
及、天文遺産、光害など、
主に IAUの新分科会Cに
関してのセッションです。
OAOが現在の体制になっ

て1年半経ち、今後これらのテーマにど
のように関わっていくか議論する必要が
あると思いました。今回、ハワイ州で開
催されたことにも大きな意味がありまし
た。TMT建設の反対運動がある中、特
別にマウナケア山頂へすばる望遠鏡を見
学する機会に恵まれましたが、その日の
朝に座り込みを続けていた人たちが逮捕
されるというニュースがあるなど、状況
の難しさを感じました。一方でハワイの
人たちは星を読む伝統的な航海技術を持
ち、天文と深く関わってきました。国や
地域によって天文をとりまく環境はさま
ざまです。世界中の人々が天文の情報や
活動にもっと気軽にアクセスしやすくな
るよう、OAOがその役割のために各国
の状況を知ることの重要性を改めて確認
できました。

国際天文学連合総会 IAU-OAOからの報告
柴田幸子（IAU-OAO ／天文情報センター）
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ブースでタイの人たちと議論する OAO のリナ・キャナス（右端）とチャン・
シーリュン（右から 2 番目）。

OAD と OAO の活動を示した世界地図を説明する
OAD のケビン・ゴベンダーさん（左）。

各国のアウトリーチ担当者とのミーティング。

系外惑星系命名キャンペーン一般投票開始セレモ
ニー。
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　国際天文学連合国際普及室（IAU OAO）が、天文学
に関わる世界中の団体や人々の間をつなぐために立ち上
げた『IAU世界の天文団体登録ウェブサイト』が、2015
ウェブアワードの優秀賞とベストサイエンスウェブサ
イト賞に選ばれ、制作したウェブ制作会社 theOrigo と
ともに共同で受賞しました。ウェブアワードはウェブ
マーケティング協会が主催しており、応募作品はデザイ
ン、イノベーション、内容、技術、双方向性、コピーラ
イティング、使いやすさの項目で審査されます。2015
年は1500以上の応募がありました。コンテストの審査
委員会は本サイトについて「ウェブ閲覧者が団体を探
す際にさまざまな方法が提供されている」と評価しま
した。IAU OAOのシーリュン・チャンは“These awards 
are undoubtedly great recognition for this ongoing project. 
Moreover, it gives us encouragement to prepare the next steps 
for the website? to add a global astronomical events calendar 
and localisation functionality, which will better help the public 
access astronomical activity information.（これらの賞は間
違いなくこの現在進行中のプロジェクトに対するすばら
しい評価です。さらに、このウェブサイトの次のステッ
プの準備に向けて私たちを勇気づけてくれました。今後、
天文活動の情報がよりアクセスしやすくなるよう、イベ
ントカレンダーや多言語の機能を増やしていく予定で
す。）”と話しています。

IAU『世界の天文団体登録ウェブサイト』が2015ウェブアワードを受賞！
柴田幸子（IAU OAO ／天文情報センター）

『IAU 世界の天文団体登録ウェブサイト』のトップページ。

★ くわしくは
http://www.iau.org/news/announcements/detail/ann15029/
をご参照ください。

　光学赤外線天文連絡会（光赤天連）は、
すばる望遠鏡をはじめ国立天文台などの
光学赤外線望遠鏡の運用や将来計画、共
同研究などを議論する、光赤外分野の研
究者の組織です。光赤天連ではこの間、
2020年代以降の光赤外天文の計画につ
いて検討を重ね、報告書のとりまとめを
進めてきました。9月14日から16日には、
国立天文台研究集会としての支援をうけ、
光赤天連シンポジウムを国立天文台三鷹
キャンパスにおいて開催しました。シン
ポジウムのタイトルは「光赤外将来計
画：報告書の最終取りまとめと長期戦略
への布石」というもので、この間、100
人を超える執筆者によって作り上げられ
てきた報告書案にもとづき、討論が行わ
れました。
　光赤天連では、10年余前に同様の将
来計画検討と報告書作成を実施し、それ

をふまえて地上30m級望遠鏡計画推進
の方針をうちだし、それがTMT計画に
つながりました。TMT建設が進められ
るなか、TMTを活かすためにも将来に
わたるすばる望遠鏡の運用への期待が示
されています。その運用を継続するため、
今後さらに国際協力を進める方向性が議
論されました。
　一方、2020年代にむけた計画の議論
においては、スペース望遠鏡の計画が
焦点となってきました。特にSPICAと
WISHを巡ってはこの1年で大きな動き
があり、それに関する質疑応答や意見交
換がありました。
　また、間近に迫った宇宙科学研究所

（ISAS）の次期小型衛星公募にむけた議
論が行われました。それとともに、今後
のスペース天文学のロードマップ作りに
は、光赤外にとどまらずに全ての波長に

わたって合同で検討する必要がある、と
の議論もありました。
　このシンポジウムには3日間で102名
の参加がありました。助教・ポスドクク
ラスの参加が37名あるなど、この種の
シンポジウムの中では比較的若手が多く
参加した会となり、将来計画への関心・
意欲が感じられました。このシンポジウ
ムをうけて、報告書のとりまとめが急
ピッチで進められる予定で、2016年早々
にもう一度シンポジウムを開催すること
が決まりました（2月9～10日開催予定
となりました）。
　国立天文台としては、大学研究者によ
る将来計画の議論の場をサポートし、そ
の議論を反映した望遠鏡建設・運用計画
の具体化を行う必要があります。今回の
議論をふまえて完成に向かう報告書は重
要な基礎資料になると期待されます。

光学赤外線天文連絡会シンポジウム「光赤外将来計画」開催報告
青木和光（光赤外研究部／ TMT 推進室）
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　2015年9月24日から10月2日の期間、
乗鞍観測所において新コロナグラフの試
験観測を行いました。太陽コロナは太陽
光球と比べて非常に希薄なガスで構成さ
れているため、地上からの観測では日食
の時か、空気の薄い高い山の上でしか観
測することができません。乗鞍コロナ観
測所は我が国で唯一、コロナ観測ができ
る場所でした。
　乗鞍観測所は2009年の閉所以来、自
然科学研究機構本部が維持管理してい
ます。この観測所にはかつて口径10 cm
と25 cmのコロナグラフが設置してあり
ました。25 cmコロナグラフの本体は現
在、三鷹の光電子午環ドーム内に保管
されています。一方、10 cmコロナグラ
フは1つの赤道儀に2本の鏡筒を備えて
いました。NOrikura Green-line Imaging 
System（通称：NOGIS）と新コロナグ
ラフ（通称：新コロ）と言われたもので
す。NOGISのほうは太陽コロナの緑色
の輝線（530.3 nm）の撮像観測を行っ
ていました。現在は、中国雲南省麗江市
郊外の高美古天文台で引き続きコロナの
定常観測を行っています。今回、試験観
測を行ったのは新コロと呼ばれるほうの
望遠鏡です。
　新コロの観測波長は4種類のフィル
ターを装着したターレットを回転させて
選ぶことができます。この4つの波長の
中では、NOGISでも観測していた緑色
輝線が唯一、太陽コロナ起源のスペクト
ル線です。すなわち、この緑色輝線で太
陽コロナの構造が見えることを確かめる
のが今回の最大の目的です。性能確認後
は、NOGISに続き新コロのほうも海外
移設を考えています。
　今回の試験に先立ち2015年度初めか
ら、太陽観測所・篠田技師と元・先端技
術センター（乗鞍OB）の熊谷收可さん
とで、波長選択ターレットとフォーカス
を調整する機構の動作確認が国立天文台
三鷹キャンパスの真空紫外棟でなされま
した。これで乗鞍観測所において実際に
太陽コロナを観測する準備は整いました。
今回の試験観測では、鏡筒を支える赤道
儀は乗鞍観測所の10 cmドーム内に閉所
後もそのまま設置してあったものを使用
することとしました。

　台風が近づく悪天候の中、9月26日に
いよいよ乗鞍岳に向かいました。メン
バーは篠田、熊谷、萩野と桜井教授です。
乗鞍観測所につながる乗鞍エコーライン
の九十九折りの道を上っていくと、中腹
はすでに紅葉しており、下界より一足先
に秋が来ていました。さらに、山頂近く
の雪渓には今年の猛暑を乗り切った残雪
が雄大な姿を現します。そして、専用道
のガタガタ道を上り、懐かしの乗鞍観測
所に到着しました。
　観測所についてすぐに赤道儀に鏡筒を
固定しました。これまで確認できずに懸
念していた赤道儀も無事に駆動し、観測
装置の動作確認を行いながら晴れを待ち
ました。初日は冷たい雨が降っていま
した。2日目の9月27日、午前は曇りで、
昼前に桜井教授は下山しましたが、午後
から急に晴れはじめ、新コロを用いた観
測が可能になりました。図03はこの日
に緑色輝線で観測されたコロナの画像で
す。特徴的なのは像の中央に筋として見
えるループ構造です。これ以後数日間晴
天が続いたため、干渉縞を減少させるな
どの光学調整を行いながら観測を続けま
した。9月28日に萩野は下山、9月30日
に森田・専門研究職員が交代しました。
図04は9月29日に観測されたHα線によ

る彩層像です。太陽の縁にプロミネンス
が3か所見えています。
　今回の試験観測において、多くの問題
も発見されました。例えば、フィルター
など光学系の経年劣化です。これは今後、
分光器を用いて透過波長、透過率などを
確認しなければなりません。また観測に
使用したカメラもSONY製XC77という
20年以上前の古いもので、この装置の
将来性を考えるともっと感度の良いカメ
ラを使用すべきです。とはいえ、新コロ
を用いて太陽コロナの構造が見えるかど
うかという今回の試験観測での目的は達
成されたといえます。
　帰路何度も乗鞍観測所を振り返り、こ
の数日間の晴れ間は偶然ではなく、乗鞍
岳が我々の味方をしてくれたのだなと感
じました。
　乗鞍観測所と三鷹間の公用車による装
置輸送については総務課の雨宮さん、現
地での対応は機構本部の斉藤守也さん

（乗鞍OB）の協力を得ました。ここに
感謝いたします。

乗鞍観測所における新コロナグラフの試験観測報告
萩野正興（太陽観測所）
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図01　乗鞍観測所10 cmコロナグラフのドーム。

図02　乗鞍観測所10 cmコロナグラフドーム内で、
新コロナグラフを設置している熊谷さん。

図03　乗鞍観測所10 cmコロナグラフによる緑色輝
線でのコロナ画像（2015年09月27日）。

図04　乗鞍観測所10 cmコロナグラフによる Hα線
（彩層）画像（2015年9月29日）。
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　2015年9月24・25日、第13回水沢VLBI
観測所ユーザーズミーティングが行われ
ました。本年度は大幅な体制更新に伴
い、水沢キャンパス内にある奥州宇宙遊
学館での開催となりました。韓国からの
4名を含む総勢59名が参加し、口頭39件、
ポスター23件の講演が行われました。
　水沢VLBI観測所は銀河系の三角測量
を目的とした VERA プロジェクトに加
えて、国内の大学連携VLBI観測網であ
る JVN（Japanese VLBI network）およ
び日韓VLBI観測網であるKaVA（KVN + 
VERA array）の中心として活動しており、
さらに現在立ち上げ中の東アジアVLBI
観測網においても中核としての役割を担
うことが期待されています。
　本年度の大きな成果としては蓄積され
た位置天文観測の結果を基にした渦状腕
のガス軌道モデル作成に関する研究（PI: 
坂井伸之）や、解析手法の改善による
視差計測精度向上の研究（PI: 永山匠）
などが報告されました。また今回は上記
現行アレイに関する報告や議論、成果
発表に加えて、VERAプロジェクトが区
切りを迎える2022年以降の将来計画に
関して集中的な議論が行われました。具
体的には①：ミリ波VLBI、②：Square 
Kilometre Array（SKA）、③時間領域天
文学の3つのセッションにわけて具体的
な検討を行いました。
　①ミリ波VLBIのセッションでは、特に
野辺山45 m望遠鏡やGreenland Telescope

（GLT）、James Clarke Maxwell Telescope
（JCMT）といった東アジアリソースを活
かした巨大ブラックホール（BH）撮像

に関する検討が行われました。
中でも天の川銀河中心の巨大
BH である SgrA* の構造を研究
する上で、既存のミリ波 VLBI
観測網に無いユニークかつ重要
な基線長を提供可能な野辺山の
利用についてBH研究コミュニ
ティから強い要望が上げられ、
必要な観測装置の整備等を含め
具体的な検討を進めていくこと
が確認されました。またALMA
を含めたミリ波VLBIの共同利
用体制についても議論がなされ
ました。

　② SKA セッションにおいては国際
SKA コミュニティで検討されている
SKA-VLBI の現状報告や国内コミュニ
ティにおける科学／技術検討、また水沢
観測所内で進められているSKA Science 
Working Groupの活動報告をもとに、科
学および技術の両面から日本の参入の可
能性について議論されました。科学面で
は、位置天文学による銀河系研究や活動
銀河核（AGN：Active Galactic Nuclei）
ジェットの統計的研究など、これ
までVERAプロジェクトおよび国
内VLBIコミュニティが進めて来
た研究の直接的な発展に加えて、
パルサータイミング観測による重
力波研究など新たな研究テーマに
関する検討も紹介されました。技
術面ではこれまでの水沢VLBI観
測所の開発経験をもとにデータ記
録・伝送通信技術分野での参入に
ついて議論が行われました。
　③時間領域天文学セッションで

は、上記2つのセッションと比較してよ
り長期的視点での将来計画として、Fast 
Radio Burstに代表されるトランジェン
ト現象や系内原始星最近傍における動的
な質量降着 /放出現象など、高空間・時
間分解能をキーワードにした科学テーマ
の検討が行われました。こうした時間領
域天文学は高分解能・高感度化を目的と
した ALMA ／ SKA とは異なるパラメー
タスペースを埋めるものであり、VERA
プロジェクトの副産物である星間メー
ザー／AGNの高頻度長期モニターによ
る時間変動研究からも着想を得ています。
これらはまだ極めて萌芽的な計画ですが、
茨城大学および山口大学の計画している
2素子干渉計をテストベッドとした科学
検討の可能性やALMA ／ SKA と相補的
な小中規模観測装置の新設などについて
も議論されました。
　水沢VLBI観測所としては今後も、我
が国における低周波電波天文学全体の方
向性も含めて議論を継続し、ここ数年を
目処により具体的な検討を進めて行く方
針です。

「第13回水沢VLBI観測所ユーザーズミーティング」報告
元木業人（水沢 VLBI 観測所）

お
し
ら
せ

No.05

2 0 1 5  09 2 4  -  2 5

永山 匠氏による遠方天体に対する年周視差計測の状況報告の様子。
同氏の研究により位相較正手法の大幅な改善がなされVERAプロ
ジェクトの測定精度が3倍程度向上することが明らかになりました。

VERAを含む東アジアVLBIネットワークの全容。現在韓国天文
研究院の輪島清昭氏を中心にフリンジ検出試験等のアレイ整備が
進められています。

野辺山45 m望遠鏡を含めたSgrA*に対する1.3 mmVLBI観測のシミュレーション結果。SgrA*のブラックホール
シャドウのモデル（上段）と対応する相関振幅と基線長の関係（下段）。SgrA*の構造を明らかにする鍵となる第
1ヌル点付近に野辺山を含む基線（赤線）が来ていることがわかります。
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　2015年8月17～18日にかけて、2015
年度の岡山（光赤外）ユーザーズミー
ティングが三鷹キャンパス大セミナー室
において開催されました。このミーティ
ングは毎年夏頃に開催されており、岡山
天体物理観測所のユーザーズミーティン
グの役割に加えて、国内の他の光赤外観
測施設のユーザーズミーティングの役割
も兼ねています。ミーティングには光赤
外コミュニティの方を中心に、事前申込
をされた方49名に加えて飛び入りで21
名の方が参加されました。
　岡山天体物理観測所では、口径188 cm
の国内最大級の反射望遠鏡を1989年か
ら（スクリーニング制での）共同利用に
供してきています。同望遠鏡は現在でも
競争率が夜数ベースで約2倍と根強い需
要があり、また同時に最先端の科学成果
も生み出し続けていますが、隣接する敷
地に現在京都大学が建設を進めている 
口径3.8 mの新望遠鏡★01が完成した暁
には、188 cm望遠鏡における共同利用
の機能が3.8 m望遠鏡に移行されること
が方針として決まっています。この共同
利用の移行はユーザーにとっても、運用
を担う国立天文台にとっても大きな転換
点となりますが、その具体的な時期や運
用方法などについてはまだほとんど決め
られていませんでした。そこで今回の
ユーザーズミーティングでは、共同利用
の移行を今後どう具体的に進めていくか
を話し合う場として、「3.8 m 望遠鏡時
代に向けて」と銘打った特別セッション
を設けました。今年度に3.8 m望遠鏡の
正式なドームの建設費の予算が付き、予
算的な完成の目処が立ったことも同セッ
ションを設ける契機となりました。
　特別セッションではまず、林 正彦・

国立天文台長、長田哲也・3.8 m望遠鏡
プロジェクトリーダー、および泉浦秀
行・岡山天体物理観測所長の3名にそれ
ぞれのお立場から共同利用の移行方針や
運用のイメージについて説明してもらい
ました。その後約1時間かけて、示され
た方針や運用案についてユーザーを交
えてじっくりと議論を行いました。特
にユーザーからは、現在の188 cm望遠
鏡に備わっている観測機能を3.8 m望遠
鏡でも継続して利用出来るようにして欲
しいという強い要望や、188 cm望遠鏡
以外の岡山観測所の設備（他の望遠鏡や
蒸着装置など）の継続利用を望む声が多
く挙がりました。それらに対して台長か
らは、装置開発の予算は外部資金で賄う
べきであること、岡山観測所の他の設備
の維持は国立天文台が3.8 m望遠鏡の共
同利用に拠出する予算の中でやりくりし
て欲しいことなどが伝えられました。ま
た、科学諮問委員会の設置の必要性など、
3.8 m望遠鏡の共同利用に向けた具体的
な体制作りについても熱い議論が交わさ
れました。国立天文台、京都大学、ユー
ザーのそれぞれの立場で3.8 m望遠鏡の
共同利用に対するさまざまな思いがあり、
今回の限られた時間の中で議論し尽くす
ことは出来ませんでしたが、これまでの
ユーザーズミーティングに比べて、より
具体的で一歩踏み込んだ議論が出来たこ
とは大きな収穫だったと思います。
　ミーティングではこの特別セッション
の他、岡山天体物理観測所の現状と今後
の計画についてのセッション、研究の成
果発表のセッション、京大3.8 m望遠鏡
のセッション、国内の他の光赤外観測
施設のセッションな
どがありました。特
に 研 究 の 成 果 発 表
の セ ッ シ ョ ン で は、
188 cm望遠鏡単独で
得られた研究成果に
加え、木曽観測所の
シュミット望遠鏡と
の連携による変光星
探索やケプラー宇宙
望遠鏡との連携によ
る系外惑星探索など、
国内外の他の望遠鏡

との連携による研究成果の発表が多くあ
り、中口径の188 cm望遠鏡が果たす役
割の大きさと広さを改めて感じました。 
188 cm望遠鏡が今後もいっそう活躍す
ることへの期待と、それが継続的かつ発
展的に3.8 m望遠鏡に引き継がれる必要
性を大きく感じさせるユーザーズミー
ティングだったと思います。

「2015年度岡山（光赤外）ユーザーズミーティング」報告
福井暁彦（岡山天体物理観測所）

お
し
ら
せ

No.06

2 0 1 5  08 1 7  -  1 8

2015年度岡山（光赤外）ユーザーズミーティングの
会場の様子。

岡山天体物理観測所188cm反射望遠鏡。

仮設ドームに立てられた京大3.8 m新望遠鏡（2015年3月撮影）。

★01　京大3.8 m新望遠鏡
京都大学が中心となり、岡山天体物理観測所
の隣接地に建設を進めている口径3.8 mの新望
遠鏡。完成すれば東アジア最大級の望遠鏡と
なる。同望遠鏡の製作には①研削加工による
鏡製作、②分割鏡方式、③超軽量架台、とい
う3つの新しい技術が使われている。平成26
年度までに仮設ドーム内への望遠鏡の設置が
完了し、平成27年度より正式なドームの建設
が開始された。平成29年度のファーストライ
トを目指す。
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2015 夏！　国立天文台のイベント報告

　今年の南の島の星まつりは、8月15日（土）～23日（日）
の開催となりました。終盤は台風15号の来襲で、プラネ
タリウムや石垣島天文台の天体観望会などが影響を受け
ましたが、オープニングの夕涼みライブや観望会に9000
人が参加しました。会場は、これまでにない晴天に恵ま
れ、ライトダウンでは天の川もくっきりと見え会場は大
きな歓声と拍手に包まれました。これまで行われた星ま
つり14回の中で最も美しい天の川を堪能できました。ま
たTOKYO FMの「東京まちかど天文台」の公開録音も
兼ねての開催となり、宙ガールこと篠原ともえさんも初
参加で、大いに盛り上がりました。
　篠原さんは、オープニングの当日は、朝から石垣島天
文台とVERA観測局を訪問され、電波望遠鏡の見学や
公開準備中の天文台職員とも懇談するなど、石垣島の
国立天文台施設を訪問されました。さらに夕方からの
オープニングセレモニーでは、司会をされたほか、夏
川りみさんやスクープオンサムバディーの仲間と、「見
上げてごらん夜の星を」を合唱するなど大張り切り。
また翌日は国立天文台の林台長と、石垣島天文台の私
との3人でのトークショーも開催するなど、フル回転
の活躍で星まつり盛り上げてくれました。

　オープニングからの星まつりウィークは、これまでの
石垣島天文台での施設公開、4D2U上映、天体観望会に
加え、今年が戦後70周年の年であることから、山梨県立
科学館制作の「戦場に輝くベガ」を期間中毎日上映しま
したが、星座が戦争に使われた時代の若い男女の物語に
号泣する方もあり、記念に残る鑑賞会となりました。
　昨年から始まった俵万智さんが選者をされる「美ら星
の歌」コンクールも、戦後70周年にふさわしい歌を募
集し、平和を願う多くの作品が寄せられました。今年の
特選は高校生でしたが、お父さんも入選され、父子いっ
しょに表彰となりました。10月8日に行われた表彰式に
は、ハワイ観測所の嘉数悠子さんが「ハワイと沖縄を結
ぶ美

ちゅ

ら星」と題するミニ講演で、華を添えてくれました。
　恒例となったプラネタリウムは、今年はデジタル映像
で内容も豊かになり、一日6回の上映は毎回満員の状態
で、協賛された五藤光学研究所や受付や案内役を務めた
八重山商工高校の生徒さんたちは、大忙しで嬉しい悲鳴
をあげていました。後半は、毎日台風の進路を見ながら
の開催でしたが、最終日の23日を中止にするだけで、ほ
ぼ予定通り開催でき、「石垣島に本格的なプラネタリウ
ムを！」という機運を一層高めました。

～
最
高
の
星
空
の
も
と
、
宙
ガ
ー
ル
も
参
加
！
～

「
南
の
島
の
星
ま
つ
り
２
０
１
５
」
報
告

オープニングで挨拶する林正彦台長と篠原
ともえさん。

今年は9000人が会場に。

今年の伝統的七夕は8月20日。
短冊に願いを込めて。

大晴天。観望会も盛況です。 VERA石垣観測局の施設公開を
前に、篠原ともえさんとスタッ
フ一同記念撮影。

VERAの公開。最新の成果が聞けると人気の講
演会。

▲開演中は撮影禁止でしたが、
トークショーを終え、3人で記
念撮影。

▼恒例となったプラネタリウム上
映は、連日大人気でした。

宮地竹史
 （水沢VLBI観測所／石垣島天文台）
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（左）「美ら星の歌」コンクー
ルの会場では天文講演会を開
催。ハワイと沖縄の星空の紹
介をする国立天文台ハワイ観
測所の嘉数悠子さん。

（右）「美ら星の歌」の特選、
入選歌を発表する選者の俵万
智さん。

今年は、これまでで最高の星空が広がり、
天の川もはっきりと見えました。

● 

南
の
島
の
星
ま
つ
り
２
０
１
５
の
企
画

と
し
て
、
募
集
し
て
い
た
「
美
ら
星
の
歌
」

に
は
、
64
首
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
歌

人
の
俵
万
智
さ
ん
に
特
選
一
首
と
入
選
五

首
を
選
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
特
選
作
の
選

評
を
添
え
て
、
以
下
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

★ 

特
選
（
国
立
天
文
台
長
賞
）

戦
な
き
美
ら
星
願
い
て
ぃ
ん
が
ー
ら

流
れ
る
星
に
ハ
ッ
と
手
合
わ
し

城
所
優
人
（
石
垣
市
）

・
選
評

て
ぃ
ん
が
ー
ら
（
天
の
川
）
と
い
う
方
言

の
優
し
い
響
き
が
い
い
で
す
ね
。
戦
争
の

な
い
美
し
い
地
球
を
願
う
作
者
。
結
句
に

動
き
が
あ
っ
て
、
無
意
識
の
う
ち
に
も
そ

う
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

★ 

入
選
（
石
垣
市
長
賞
）

八
重
山
へ
天
体
本
を
い
ざ
持
参

星
見
え
す
ぎ
て
星
座
結
べ
ず

淵
上
敬
司
（
広
島
県
福
山
市
）

色
褪
せ
た
軍
服
写
真
祖
母
と
見
た

一
番
星
光
る
夏
の
夜

前
田
竜
一
（
石
垣
市
）

ベ
ラ
ン
ダ
で
ち
ょ
っ
と
夜
空
を
見
上
げ
る
と

は
じ
め
て
見
れ
た
夏
の
さ
そ
り
座

牧
野
杏
美
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

く
や
し
さ
で
濡
れ
て
揺
れ
て
る
星
空
は

我
が
細
胞
を
そ
れ
で
も
癒
や
す

藤
原 

睦
（
石
垣
市
）

ソ
ー
ロ
ン
の
美
ら
星
仰
ぎ
ウ
ー
ト
ー
ト
ー

オ
ジ
ー
オ
バ
ー
に
あ
の
夏
を
聴
く

城
所 

望
（
石
垣
市
）
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2015 夏！　国立天文台のイベント報告

　水沢キャンパスの夏の特別公開「いわて銀河フェスタ
2015」が今年は8月22日（土）に開催されました。この
特別公開は、国立天文台水沢、奥州市、NPO法人イー
ハトーブ宇宙実践センター／奥州宇宙遊学館 の3者で実
行委員会を組織し実施してきており、以前の国立天文台
水沢の特別公開を発展させたものです。今年のテーマは

「宇宙の謎に挑む！ 宇宙の誕生と現在…」と題して行わ
れました。

　当日は開始前に雨が降っていたため、例年開始の際に
行われている地元水沢南小学校の鼓笛隊によるマーチン
グバンドの行進が中止となりました。静かなスタートと
なりましたが、その後は曇り空が続き過ごしやすい天候
の中での公開となりました。
　多くの個人や団体の方々にご協
力いただいた当日の様子をご紹介
します。

VERA：今年は雨のため20 mアンテナ
ツアーが中止となりました。観測棟では
20 mアンテナの駆動体験や研究紹介、
ブラックホールの体験コーナーなどが賑
わっていました。

RISE：新しい取り組みとして「ダジックプラネット」と「惑星巡り」を行いました。
ダジックプラネットでは、京都大学で開発された「ダジックアース」と呼ばれるシス
テムを使って月や惑星の画像を半球に投影し、立体的に見える様子を味わっていただ
きました（左）。一方の「惑星巡り」は、当日の太陽系惑星の配置の通りに設置された
惑星の看板をクイズラリー形式で回っていただくものです。全ての惑星を回ると宝の
ありかが示され素敵なプレゼントがありました（右）。

CfCA：特別公開でしか見ることのできないスーパーコンピュータ「アテルイ」を一目
見ようと、たくさんの方がツアーに参加されていました。また本館廊下においてもプロ
ジェクト研究紹介が行われ、宇宙の成り立ちに関するシミュレーションによる天文学研
究について熱心に質問をされている方々もいらっしゃいました。

特別講演会：千葉大学統合情報センター准教授の石山智明
氏に、スーパーコンピュータを駆使した宇宙の構造形成や
進化に関する研究について、わかりやすくお話いただきま
した。

特別内覧ツアー：木村榮記念館、
本館2階AOC（アレイオペレーショ
ンセンター）、相関器室をガイドが
ご案内する新企画の特別ツアーに
多くのお客様が参加されました。

サイエンスカフェ：サイエンスカ
フェ：水沢で研究を進めている各
プロジェクト代表者による鼎

ていだん

談形
式のサイエンスカフェを新たに実
施。質問の時間では「研究者って
どんな生活をしているんですか？」
など研究紹介だけでなく、研究者
個人の人柄も紹介できる場となり、
大いに盛り上がりました。

キャラクター写真撮影・握手会：
岩手県県南広域振興局のご協力に
より、岩手県のPRキャラクターで
あるわんこ兄弟の「おもっち」や、
平泉世界遺産PRキャラクターの

「ケロ平
ひら

」も登場し、子どもたちを
中心に喜んでいただきました。

Z星研究調査隊：昨年度に続き、岩
手県沿岸部にある宮古水産高校と
盛岡市立高校よりZ星研究調査隊
に参加した生徒のみなさんにご参
加いただき、研究成果の発表を行
いました（Z星研究調査隊のくわし
い報告は15ページ参照）。

● 来場者は夕方までに660名となりました。雨
降りの中、多くのお客様においでいただけたこ
とを喜ばしく感じています。次回の公開も皆様
に楽しんでいただけるよう、来年に向け準備を
進めたいと思います。

舟山弘志
（水沢VLBI観測所）

「
い
わ
て
銀
河
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」
報
告

奥州宇宙遊学館：「作ってあ
そぼ！」のコーナー。夏の星
座シートを一生懸命作成する
親子さん方でいっぱいです。
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　Z星研究調査隊★01は、今年で9回目を迎えました。こ
れまで毎年、高校生を対象に国立天文台水沢VLBI観測所
の直径20 m電波望遠鏡を使った天文観測を体験してもら
い、自然科学への興味関心を高めてもらう事を目的とし
て行っています。
　今年は、新しい試みとして、参加希望者を増やす方法を
いろいろと考えました。一つ目は、宿泊費と食費、旅費と
時間がスリム化できるように、前回まで行っていた本番1か
月前の事前学習を思い切って行わず、資料を渡して予習を
行ってもらった事です。二つ目として、宿泊場所を外部
に求める事にしました。例年使用している観測所内の宿
泊施設の空きが少なかったので、車で約20分の所にあ
る岩手県立県南青少年の家に宿泊する事にしました。
三つ目として、昨年に続いて募集する範囲を東北6県に
拡大し、インターネットやメール等で案内しました。
　今回応募してきた生徒は11名でした。15名の定員に
は満たないものの、昨年の5名から倍増しました。そ
のため、今回は3年ぶりに11名を2グループに分けて
実施する事にしました。全て岩手県からの参加で、
水沢高校から6名、宮古水産高校から3名、盛岡市立
高校から2名でした。この内、4名は昨年に続いての
参加で、さらにその内2名は何と3年連続の参加でし
た。彼らのやる気にこちらも心が熱くなりました。
なお、昨年と同様に常連校以外の高校からの参加者
がいなかった事は、今後の検討課題です。
　国立天文台側はまとめ役を亀谷、チューターを
経験者の山内と新人の元木、広報担当を舟山とい
う陣容で行いました。水沢高校の榊教諭には岩手
県高等学校文化連盟自然科学専門部の対応をお願
いし、さらに榊教諭と宮古水産高校の小野寺教諭
には、宿泊施設での対応や車での送り迎えをお願
いしました。また、イーハトーブ宇宙実践セン
ターの大江氏に天文学の入門の講義、酒井氏に
観望会対応をお願いしました。

　観測は8月1日から3日にかけて行いました。A班は、

元木をチューターにミラ型変光星周囲の水分子が出す周
波数22.2  GHzの電波（水メーザ）を23天体に対して13
時間かけて探し、信号雑音比が4を超え新検出の可能性
が高い3天体を見出しました。一方B班は、天の川銀河
の中心より向こう側の星形成領域からの水メーザを探す
ことにして、山内がチューター、亀谷が補助で実行しま
した。17時間かけて観測した9天体中3天体で信号雑音比
が3を超え、水メーザである可能性を見出しました。高
校生たちは、水メーザを明確に検出できなかった事を残
念に思いながらも、解析作業を満喫したようです。何れ
の班の結果も、今後の追加観測によって水メーザと確認
される事が期待されます。
　実は、募集段階では確定していなかったものの、今年
だけのタイムリーな隠れた企画がありました。それは、
20 m電波望遠鏡で小惑星探査機はやぶさ2からの電波を
観測する計画でした。地球からおよそ4900万km離れた
位置を航行中のはやぶさ2 が送信する電波の観測に挑戦
しました。観測のテーマは、地球に対して近づくために、
ドップラー効果によって少し高くなるはやぶさ2からの
電波の周波数を計測して速度を求め、周波数の測定が探
査機の軌道決定に役立つことを高校生に知ってもらう事
です。RISE月惑星探査検討室の菊池と野田による周到
な準備の末に実行し、浅利が電波信号の発信原理の説明
をしました。8月1日午後8時頃に測定した結果、はやぶ
さ2からの電波を捉える事に成功し、参加者が各自計算
を行った結果、秒速約3 kmで地球に対して近づいている
事が判明しました。
　最終日の午後には奥州宇宙遊学館セミナー室で発表会
が行われ、高校生がA、B班それぞれの成果を報告しま
した。参加者の感想としては「はやぶさ2の動きを解析
で知る事が出来て良かった」、「天文学者はかっこいい！」
など好意的な意見が多く聞かれました。観望会で土星が
きれいに見えた事も好評でした。
　最後に、実施するにあたって、ご協力いただいた多く
の関係者の方々に感謝致します。

第
９
回
Ｚ
星
研
究
調
査
隊
「
岩
手
県
の
高
校
生
の
挑
戦
！
」

アンテナ受信機を見学中の高校生。 Z星研究調査隊のメンバー達とスタッフでパ
ラボラを表現。

はやぶさ2からの電波放射の原理を学ぶ高校生。 はやぶさ2にアンテナを向ける高校生たち。真ん中の高校
生のTシャツの柄は隼2！

発表会ではたくさんの質問が出ました。

★01　正確には、平成27年度岩手県高等学校文
化連盟自然科学専門部高校生セミナーサポート
事業「第9回 Z 星研究調査隊～第12回サイエン
スメイト～」と呼び、国立天文台と岩手県高等
学校文化連盟自然科学専門部、NPO法人イーハ
トーブ宇宙実践センターの3者の共同主催、とい
う形で開催しています。

亀谷 收
（水沢VLBI観測所）
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　2005年から始まった、VERA石垣局と石垣島天文台で
の高校生向けの観測体験「美ら星研究体験隊」、通称「美
ら研（ちゅらけん）」は、今年で記念すべき10回目を迎
えました。2006年のみ台風で中止となったものの、それ
以外の年は天候その他いろいろなトラブルを乗り越え、
これまで無事に開催されてきました。また、日本学術振
興会による「ひらめき☆ときめきサイエンス」の事業と
しての開催も今回で3回目となりました （http://www.jsps.
go.jp/hirameki/index.html）。
　今年の美ら研は、石垣島の八重山高等学校から18名の
高校生を受け入れ、8月12日から2泊3日の日程で行われ
ました。13名がVERA20 mアンテナによる電波観測を
行う3グループ（VERA班）、5名が口径105 cmむりかぶ
し望遠鏡での可視光観測を行う1グループ（むりかぶし
班）に分かれて、各班ごとに天文学者同様の研究を行
いました。
　電波観測の目標は、今年もVERAが対象としている
メーザー（高温ガスから放射される、レーザーのよう
に増幅された強い電波）を放射する天体の新発見で
す。各班ごとに、過去に実績のある大質量星形成領
域と晩期型星の天体リストから10天体ほど選んで観
測をしました。その結果、VERA1班、VERA2班では
初日からメーザーを複数検出することに成功し、新
発見の機運が高まっていました。しかし、文献など
を調べてみると、2つの班で検出された天体はどれ
も過去に報告済みということが判明し、残念なが

ら目標の新発見ではありませんでした。今年はこのまま
新発見はなしか？　と思われましたが、美ら研終了ギリ
ギリまで唯一メーザー未検出のVERA3班が、最後に観測
した天体（コードネーム「サイゴノトリデ」）でメーザー
を検出し、しかもそれが過去に報告がない新発見のメー
ザー天体であることが確認されました。「与えられた観
測時間は最後の1秒まで使いきるべし」、という観測者の
心得をあらためて実感することができました。この結果
は沖縄県内のテレビニュースで放送され、また、その後、
高校生たちによる校内外での研究発表会でも紹介され、
高い評価を受けているとのことです。
　むりかぶし班は、昨年に引き続き太陽系の新天体探査

を行いました。衝付近の観測を行うことによって太陽系
の小惑星帯に存在する未知の移動天体の検出を目指すと
いう、こちらも過去に新天体発見の実績があるテーマで
す。今年は2夜とも雲が時々通過するような天候でした
が、1夜目は2.5時間、2夜目は3.5時間ほど観測を実施す
ることができました。1領域あたり30分から1時間ほど観
測を行い、2夜で取得した計9領域分のデータの解析を行
いました。その結果、太陽系小天体のデータベースに登
録されていない3つの候補天体を検出しました。この3天
体については美ら研後に追観測で行方を追跡したのです
が、残念ながら同一軌道天体の再検出には至りませんで
した。一般に最初の検出から追観測までに時間がかかる
ほど、予測される位置の範囲は広くなり位置の特定は難
しくなります。今回は天候等の関係で追観測までに5～6
日かかったため、結果的に見失ってしまった可能性があ
ります。
　美ら研の期間中は、どの班も昼夜を問わず、観測の方
法を議論しつつ、観測と解析を行いました。また、むり
かぶし班では大学のゼミのように、関連資料の輪読もし
ていました。観測は深夜や早朝にまで及びましたが、
メーザー天体や小惑星候補の未同定天体が検出されたと
きは、高校生たちは疲れを忘れて目を輝かせている様子
でした。今年も、新発見した班、新発見には至らなかっ
た班ともに、美ら研を通して天文学研究の意義や宇宙の
面白さを学んでもらえたのではないかと思います。
　美ら研は、国立天文台水沢VLBI観測所・沖縄県立石
垣青少年の家・八重山地区県立高等学校長連絡協議会・
NPO八重山星の会による実行委員会主催で行われていま
す。また、前述の通り、今年の美ら研は日本学術振興会
の「ひらめき☆ときめきサイエンス」の補助を受けて開
催されました。全ての関係者の皆様に感謝いたします。

２
０
１
５
年
「
美ち

ゅ

ら
星
研
究
体
験
隊
」
報
告

廣田朋也
（水沢VLBI観測所）

いつものVERAの前ではなく、むりかぶし望遠鏡の前で記念写真。

観測中に作戦会議。新メー
ザーを発見したVERA3班。

VERA の観測でメーザー
を検出し、歓喜の拍手（後
で報告済みの既知の天体と
判明……）。

検出された新メー
ザー天体のスペク
トルとその天体の
位置。らしんばん
座にあります。
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　琉球大学と国立天文台との連携協定に基づく授業「天
体観測を通して学ぶ宇宙」（共通教育科目［担当：理学
部物質地球科学科 松本剛 教授］）のハイライトとして、
石垣島での観測実習が9月1日～4日にVERA石垣島観測
局と石垣島天文台で実施されました。この授業は石垣島
にある国立天文台の二つの施設を有効に活用して地元の
総合大学である琉球大学の学生にも最先端の天文学を学
ぶ機会を提供しようと2009年からスタートしたもので、
今年で7回目を迎えます。観測実習に先立って琉球大学
西原キャンパスでは座学の授業が開講され★01、その後、
石垣島での観測実習が行われました。参加者は21名で、
沖縄県立石垣青少年の家（以下、青少年の家）に宿泊し
ながら実習にのぞみました（画像01）。全日程のうち、
最初の2日間は石垣島天文台の口径105 cmむりかぶし
望遠鏡を使った実習を行い、3日目はVERA石垣島観測
局の20m電波望遠鏡を使った実習、4日目は観測・解
析したデータのまとめ作業を行いました。
　1日目は、まず石垣島の国立天文台2施設で行われて
いる観測研究と光学観測実習の内容について説明が
行われました。その後は石垣島天文台でむりかぶし
望遠鏡を見学し、2013年7月にオープンした「星空
学びの部屋」の4D2U（4次元デジタル宇宙）シアター
で「天の川銀河」や「宇宙の大規模構造」の学習を
行いました。青少年の家での夕食の後は、いよいよ
むりかぶし望遠鏡を使った観測実習です。今回は
2015年6月にX線での26年ぶりの増光が確認された
ブラックホール連星「はくちょう座V404星（V404 
Cyg）」の観測を行いました。この天体は6月に可
視で11等台にまで増光し、その後も明るさの変動
が注視されている天体です。観測は参加者が直接
望遠鏡を操作し、実際に観測データを取得するま
での一連の作業を行いました。当日は雲の多い
天候でしたが、観測中は幸運にもずっと晴れ、
良好なデータが得られました。

　2日目は午前中に青少年の家でデータ解析実習を行い
ました。前夜に取得した観測データを解析し、相対測光
によってターゲット天体の明るさを測った結果、16等台
にまで暗くなっていることがわかりました。学生の皆さ
んはブラックホール連星という聞きなれない天体の不思
議さや、今もなお明るさの変動が続いている天文学の生
の現場に居合わせたことに、大いに興味と関心が刺激さ
れたようで、みな目が輝いていました（画像02・03）。
　3日目は電波観測実習です。まずVERA石垣島観測局
の見学が行なわれ実習で使用する20 m望遠鏡や観測装置
の概要をつかんだ後、電波天文学の説明が行なわれまし
た。普段聞き慣れない用語がたくさん出てきましたが、
学生の皆さんは熱心に聞いていて質問も活発に行なわれ
ました。午後はいよいよ実習です。青少年の家でホーン
アンテナ製作、そしてVERA石垣島観測局で望遠鏡の性
能測定と二班に分かれての実習です★02。
　ホーンアンテナ製作は、発泡スチロールとアルミ箔で
アンテナを作って宇宙からくる電波を受けるというもの
です。夕食後、作製したホーンアンテナを天体に向けて
みました。狙いは我々の住む銀河系の中心です。自分た
ちでアンテナを支えて天の川の方向に向けます。最初は
かなり手間取りましたが（どうやら使っていた増幅器の
問題だったようです）、最後には二班とも中性水素が出
す波長21 cmの電波を受信することができ、ほっとしま
した。
　4日目の午前中はこれまでの3日間で観測・解析した
データを整理し、実習後に大学に戻ってから提出するレ
ポートの作成に必要な情報をまとめる作業を行いまし
た。最後に参加者全員が一人ずつ感想を述べ、4日間の
全日程を無事に終えました。連携授業が始まってから7
年目、国立天文台と琉球大学との連携はいよいよ深まり、
沖縄の星空を沖縄の大学で学ぶこと、そして琉球大学か
ら天文学者が誕生することへの機運はますます高まって
いるように思います。

「
琉
球
大
学
と
国
立
天
文
台
の
連
携
授
業
（
観
測
実
習
）
２
０
１
５
」
報
告

★01　座学の授業は、8月17、18、24、25日の4日間の計8コマ（8
月24日の講義は台風のため10月31日に延期）で、国立天文台から林
正彦台長、小林秀行副台長、郷田直輝研究連携主幹、小久保英一郎
教授の4名が講師となり、天文学のさまざまな分野をカバーする講義
が行われました。
★02　望遠鏡の性能測定の実習は、感度パターンの測定をしました。
メーザーと呼ばれる強い電波（線スペクトル）を放つ天体を望遠鏡で追
尾しながら追尾する方向を上下左右に少しずつずらし、受信した電波の
強さの変化を調べます。天体や測定する電波の波長を変えて、自分
たちで望遠鏡を動かしながら測定をしました。雲が多くて電波の強
さが変動するため、なかなか値を読み取るのに苦労したようです。

花山秀和
（石垣島天文台）

柴田克典
（水沢VLBI観測所）

▲01　VERA石垣島局20 m電波望遠鏡を背に、参加した琉
球大学の学生21名と国立天文台の2名。

▲02・03　2日目の午後は小型望遠鏡の組立実
習を行い、屈折式と反射式、経緯台と赤道儀の仕
組みや使い方について学びました。夜は石垣島天
文台に移動して、むりかぶし望遠鏡での天体観望
を行った後、昼間に組立実習を行った小型望遠鏡
を使って天体観望を行い、望遠鏡の実践的な使い
方を学びました。

▲

04・05　（左）石垣島天文台の口径105cmむ
りかぶし望遠鏡での天体観望の様子。美しい土星
の姿に感動する人も！（右）　むりかぶし望遠鏡
ドームでの記念写真。
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　7月半ばに南九州の梅雨は明け、夏のど真ん中にさし
かかった8月8日（土）、VERA入来局で2年ぶりの施設公
開が開催されました。去年は台風により中止となってい
たためです。場所は標高540mの見晴らしのよい高原。
自然の涼しさを期待したいところですが、鹿児島の日差
しは強く、お客さんもスタッフも暑い中で日焼け覚悟の
施設公開でした。
　およそ20の組織が参加する「八重山高原星物語実行委
員会」が開催の3か月前から立ち上がり準備に入ります。

牧場と隣接するVERA入来局では過去に口蹄疫などの難
題もありましたが、組織間の多大な協力によってここま
で乗り越えてきました。今年もこうして無事に開催を迎
えることが出来たのはとても喜ばしいことです。
　さて、2015年もいろいろな催しがありました。VERA
による研究成果の紹介、アンテナ見学、いろんな分野の
講演に実験や工作。中でも4D2Uの出張上映は初めての
試みでした。たくさんのスナップ写真の中から入来の雰
囲気が伝わりそうなもの選んでご紹介します。

01　VERA入来局の全景です。右の
丘に立つドームは電波望遠鏡と隣り
合う鹿児島大学１ｍ光赤外線望遠鏡
です。電波と光による観測が進む入
来局の特徴が良くわかります。中央
奥にうっすらと見えるのは北薩の最
高峰、紫尾山（1067m）です。ご覧
のとおり2015年はとても良い天気
でした。

「
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02　20m望遠鏡の周辺には多くのテント
が並び、人が行きかいます。食べ物の販
売もあります。どれも美味しいけど筆者
のおすすめは焼き餅。

03　大テント内では多くの実験や工作
が同時並行で進んでいます。大人も子供
もみんな下を向いているのは、自分の作
業に一生懸命だから。あまり笑顔が無い
のも真剣な証拠。やってみれば分かりま
すが、それでも楽しいんです。

04　アンテナツアーの一コマです。VERA
の心臓部である2ビーム受信機構の見学を終
えた皆さんはそろって何かを見ている様子。
遠く西の海上に浮かぶ甑島（こしきじま）だ
と思われます。

05　牛とVERAがならぶ写真は入
来特有の光景。鹿児島大学農学部
牧場の牛たちです。

06　ロボットによるサッカー
競技。ゲームコントロー
ラーで操っています。

07　虹色のおおきなシャボ
ン玉がきれいです。人間と
同じくらいの大きさのシャ
ボン玉も飛んでいました。

08　空気の性質を体
感する実験で、手作
りの熱気球を飛ばし
ているところです。
施設公開では参加す
る学生の手で毎年い
ろんな実験が生まれ
ます。天候にも恵ま
れ、実験は大成功。

09　夕方5時から始まるステージイ
ベントの一コマです。地元の川薩清
修館高校、吹奏楽部の皆さんによる
演奏です。鮮やかなゆかた姿もとっ
ても印象的でした。

10　2015年の特別講演は水沢から田村さん
の登壇です。東日本大震災と関連付けられた
地球物理のお話は、震災の地から遠い九州の
人にとって、とても貴重なものだったと思い
ます。ありがとうございました。

★追記：施設公開も終わった月末の8月25日、台風15号
が入来局に大きな被害をもたらしました。南九州の西海
岸をかすめて北上した台風は薩摩川内市の広い範囲で送
電線の損害などをもたらし、入来局でも4日間にわたり
停電が続きました。長時間の停電がすっかり無くなって
しまった現代です。復旧対応のために泊まり込んだ筆者
は、久々にろうそくだけの静かで暗い夜を過ごしまし
た。子どものころの停電の経験が思い出されました。

中川亜紀治
  （鹿児島大学）
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　8月22日（土）に野辺山地区の特別公開が行われまし
た。昨年同様、長野県、南牧村、南牧村商工会・商工会
青年部の後援による開催です。今年は、お隣の筑波大学
八ヶ岳演習林のポスター展示、信州大学農学部野辺山ス
テーションによる成果品販売なども実施することができ
ました。また、志賀高原ロマン美術館からも来所頂き、
5月に実施したアーティスト・イン・レジデンスや企画
展の紹介を行いました。8月下旬は上旬の猛暑とは対照

的に雨が多くて天候も心配されたのですが、当日は気
持ちのよい日差しのもとでの開催となりました。「宇宙
に生命の痕跡を求めて」といった三鷹・星と宇宙の日の
テーマを先取りしたようなテーマによる開催でした。開
始前の来場者の列を前にして、齋藤所長が恒例の歓迎ス
ピーチを行いました。その後、ファンファーレを合図に
参加者の入場が始まります。

▲受付前にならんだ来場者の列。 ▲長野県観光PRキャラクター「アルク
マ」といっしょに、野辺山キャラクター

「のべやま先生」が初お目見え。

衣笠健三
  （野辺山宇宙電波観測所）

「電波望遠鏡をつくっ
　てみよう～うちわで作る

 パラボラアンテナ～」コーナー
昨年からはじめたパラボラアンテナを “うち
わ” で作る企画です。作ったうちわで BS放送を
受信してみます。電波も受信できる“うちわ”です。

▼型にあわせて整える。

「
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▲感度良好！

▲「45m電波望遠鏡と一緒の写真入りオリジナルカ
レンダーをつくろう！」コーナー。ボランティアの
協力のもと今年も実現した企画です。45m電波望遠
鏡を背景にしたカレンダーはいかが？

▼ 今年の特別講演会はテーマに沿って、①観山正見
（広島大学学長室・特任教授）による「宇宙に生命を
探す」と②大石雅寿（データセンター長・准教授）
による「宇宙の生体物質2～やはり、宇宙と生命は繋
がっている～」の2つの講演を行いました。野辺山か
らのアストロバイオロジーへのアプローチについて話
をして頂きました。写真は大石さんの講演の様子。

その他、恒例の企画も元気です。職員はもちろん、他のプロジェクトの皆さん
やOBの方々、さらには多くのボランティアのメンバー、または、地域や近隣
のみなさんに支えられて、これらの企画を行うことができました。さて来場者
数はというと2429人。ふたを開けてみると少し物足りない数字となってしまい
ましたが、多くの協力のもと実施できた実りのある特別公開でした。▲本館内にて行っ

たアーティスト・
イン・レジデンス
の報告と志賀高原
ロマン美術館企画
展の紹介の様子。

▲折り紙コーナー。
ボランティアにて
手伝って頂いたの
は、 あ の 天 文 台
〇〇ムさんです。

▲恒例の「電波望
遠鏡にさわってみ
よう！」内部もの
ぞけます。

▲アルマ望遠鏡、アステ望遠
鏡のコーナー。

▲検波器工作は室内で行いま
した。

▲Hαフィルターにて太陽の
観望会も行いました。

▲大阪府大1.85m望遠鏡コーナー。 ▲今年のひまわりは公開日にきれいに
咲き揃いました。
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　8月29日、岡山天体物理観測所では特別公開を開催し
ました。今年の特別公開は例年通りではありませんでし
た。駐車場のスペースが大幅に縮小されたため、来場方
法は近隣の臨時駐車場からとJR鴨方駅からのシャトル
バスの利用のみとしました。それでも、例年通りの人数
の来場者を迎えることは難しいと考え、「太陽系外惑星
命名記念講演会」とした特別公開となりました。
　国際天文学連合により実施されていた太陽系外惑星系
命名キャンペーンの命名対象となる20の太陽系外惑星系
の内、岡山天体物理観測所で発見された太陽系外惑星が
6個も含まれ、本来のスケジュールなら特別公開の時期
には名前が決定している予定でしたので「太陽系外惑星
命名記念」として記念式典と2つの記念講演を行なう予
定でした。しかし、太陽系外惑星系命名キャンペーン
のスケジュールが遅れたため、2つの講演だけになって
しまいました。
　さて、その2つの講演の一つ目は「岡山で見つけた
太陽系外惑星」と題して東京工業大学の佐藤文衛 准
教授による188 cm望遠鏡で行われている太陽系外惑
星の捜索についてお話し頂きました（画像01）。太陽
系外惑星系命名キャンペーンの命名対象の6個の太陽
系外惑星についての解説もあり、十分に時間をとっ
ていた聴講者からの質問の時間もオーバーする関心

ぶりでした。
　二つ目の講演は「188 cm望遠鏡の新観測装置マスカッ
トで探る太陽系外惑星」と題して自然科学研究機構ア
ストロバイオロジーセンターの成田憲保 特任助教にご
登壇いただきました。こちらは、これから188 cm望遠
鏡で展開される太陽系外惑星の大気の研究についての
お話しです。昨年末に完成した新観測装置の名まえが 
MuSCAT [Multi-color Simultaneous Camera for studying 
Atmospheres of Transiting exoplanets（トランジット惑
星の大気を研究するための多色同時撮像カメラ）] で、
岡山特産の果物「マスカット」にちなんでいることもあ
り、強い関心と期待を持った方々が熱心に講演を聴かれ
ていました（画像02・03）。
　講演の合間には、188 cm望遠鏡の操作体験を行いまし
た。操作ボタンを押す自分の指で望遠鏡が動き出すのを
見て歓声を上げる人もいました。
　例年とは違い、イベント数を減らした特別公開でした
が、所員が次のイベントの準備に気をとられることが少
なくなり、その分来場者と所員の交流の時間が十分にと
れた特別公開になったと思います。
　特別公開開催に際し、臨時駐車場の設置、シャトルバ
スの運行にご協力いただきました、浅口市、及び浅口市
教育委員会様に改めて感謝とお礼申し上げます。

「
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01　188 cm望遠鏡ドーム内、望遠鏡の真
下で聴く講演会です。188 cm望遠鏡のカレ
グレン焦点に装着されているのはHIDES-
FiberLinkの光取り込み部（オレンジ色の
箱）です。望遠鏡で集めた光をここから光
ファイバーで高分散分光器 HIDES（High 
Dispersion Echelle Spectrograph）に送り
ます。HIDESでたくさんの太陽系外惑星が
発見されました。

02　聴講者が188 cm望遠鏡の迫力を感じ
ながら講演を聞けるのも岡山観測所の講演
会の特徴です。

03　188 cm望遠鏡に取り付けられたMuSCAT。
今後の太陽系外惑星探査で活躍が期待されていま
す。

▲講演後、語り合う講師の佐藤文衛さんと成田憲保さん。
何をお話ししているのか、講演以上に気になります。

戸田博之
  （岡山天体物理観測所）

★ 岡山天体物理観測所の188 cm反射望遠鏡による太陽系外惑星探索の歴史や詳しい
研究成果などについては、国立天文台ニュース10月号の特集記事もご参照ください。
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　天文情報センターでは、毎年夏休み期
間中に児童・生徒向けの「ジュニア天文
教室」を開催しています。「国立天文台
で」講義を聞いたり星空を眺めたりする
体験ができるため、例年人気の高いイベ
ントです。主に近隣の地域の親子が集ま
ります。今年は7月23日、24日の2日に
渡って開催しました。両日各50組、2日
分で計100組分のWeb募集は3分間で満
員になる関心の高さでした。当日はキャ
ンセルもほとんどなく、保護者を含めて
2日間で計200名以上の参加があり、熱
意の高さがうかがえました。一方、国立
天文台に初めて訪れたという方が過半数
を占めたのは予想外でした。
　天文学の歴史は、望遠鏡の登場で大き
く変わりました。ガリレオ以前は空を広
く観察し、天球上における天体の運動を
調査しており、その成果は農耕などの日
常生活とも密接に関わっていました。一

方、望遠鏡の普及に伴い各天体や遠方で
の諸現象の観測が可能になると急激に、
空のごく狭い範囲のみを切り取って観測
するようになりました。さらなる望遠鏡
の進化と時をほぼ同じくして、徐々に夜

空を見上げる習慣は薄れ、日常生活と天
文学との関わりも弱まりました。その結
果、天体の動きは「見えているもの」か
ら「教わって覚えるもの」になってしま

いました。しかし自然科学の原点は観察
であり、天体の天球上での運行も遠方で
の諸現象も、天文学の理解に欠かせない
観察対象です。そこで両方の観察を実体
験できるよう、毎年恒例の望遠鏡工作＋
天体観察に加え、今年は新たにプラネタ
リウム工作＋日周運動観察プログラムを
実施しました。
　23日は夏休みに見られる星空と、
それを宇宙から見た場合の広がりを、
資料や4次元デジタル宇宙ビューワー

「Mitaka」を使って解説したのち、プラ
ネタリウム投影機工作を行ないました。
大セミナー室脇の給湯室や多目的トイレ
に暗幕を張って暗室と化し、直径1メー
トル強のドームを計3つ吊るして、完成
した投影機で投影を行ないました。自分
で作った投影機で映し出した星空に歓声
が上がり、帰ってからも使ってみる！ 
と多くの声が聞こえました。工作終了後
はグラウンドで観望会を行ないました。
長時間の観察は困難ですが、観察や結果
の記録方法など、熱心に学び実践してい
る姿が見られました。
　24日はガリレオや天体観測の歴史に
ついての講演の後、4cm望遠鏡の組立工
作と操作実習を行いました。そして夏の
星座と天体現象について紹介したのち、
雲が晴れるのを待つ間Mitakaを用いた
ミニレクチャーを行ないました。外に出
ると、雲の切れ間から月が顔を出した
他、チャレンジングな参加者は土星を導
入して環の見え方に感動していました。
　両日を通じて、参加者の関心や理解力
の高さには目を見張るものがありまし
た。持ち帰った投影機や望遠鏡を自宅な
どでも使用し、学びをさらに深めてくれ
ることを願っています。

「ジュニア天文教室2015」報告
羽村太雅（天文情報センター）

2 0 1 5  07 2 3  -  2 4 お
し
ら
せ

No.07

今年初めて挑戦したプラネタリウム投影機工作。

グラウンドでの観望会は、大いににぎわいました。

作成したプラネタリウム投影機。

夏休み中に見られる天文現象についての紹介も。
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　国立天文台・総合研究大学院大学サ
マーステューデントプログラムが今年の
夏も実施されました。このプログラムは、
大学理工系学部2年または3年に在学す
る学生が、8月から9月の間の2～4週間
程度国立天文台に滞在し、受入教員の指
導のもとで研究する制度です。天文学研
究に強い意欲のある学生に研究の機会を
もってもらい、将来、天文学研究を志向
する人材の育成を目的としています。 
今年は国立天文台の三鷹、水沢（岩手県）、
岡山のいずれか一つのキャンパスに滞在
して研究を行い、研究受入期間最終日に
は国立天文台三鷹キャンパスで開催され
る合同発表会に参加し、研究成果を発表
してもらいました。このプログラムの修
了生から総研大の大学院生も生まれてお
り、学部学生にとっ
ては大変貴重な研究
体験が得られるプロ
グラムとして定着し
つつあります。
　指導を希望する教
員には研究指導内容
のシラバスを提出し
てもらい、それをも
ととして学生が希望
する研究を選ぶこと
で参加者を募りまし
た。教員は全部で25
名。天文学の研究か

ら装置開発まで非常に幅広い分野から選
択できました（上表）。
　今年は、12の大学から合計19名の学生
が参加者しました。2～4週間と大変短い
研究期間でしたが、その中で、英語の文
献を読んだり、装置開発の基礎を学んだ
り、専門家向けのソフトを使ったり、プロ
グラムを書いたり、などなど、大学の講義
ではあまり経験することのない盛りだく

さんの内容でした。成果発表会では、初
めての研究発表で少し緊張気味の学生も
いましたが、みなさん研究成果をしっか
りとわかりやすい資料にまとめて発表し
ていました。サマースチューデントの皆
様、教員の皆様、本当にお疲れさまでし
た。2～3年後には総研大生として国立
天文台キャンパスで研究活動を進めてい
るかもしれませんね！ 

サマーステューデントプログラム実施報告
伊王野大介（チリ観測所）

お
し
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2 0 1 5  08 - 09

教員も交えた集合写真。お疲れさまでした！

研究テーマ 指導教員

天の川銀河の構造の探究
泉浦秀行
柳澤顕史

レーザー干渉計型重力波検出器感度向上へ向けた開発・実験
麻生洋一
辰巳大輔
阿久津智忠

遠方宇宙におけるブラックホール周囲の銀河分布 柏川伸成
すばるの超広視野撮像データを使った遠方銀河団の探査 児玉 忠恭
近傍銀河から探る銀河の進化研究 小宮山裕

ALMA データの解析と銀河衝突の研究
伊王野大介
松田有一

ブラックホールの観測的研究の最前線とALMA データ解析 井口 聖
気球VLBI による電波天文学 河野裕介
電波望遠鏡観測データを用いた星形成・星間化学の研究 廣田朋也
超高分解能VLBI 観測による銀河系構造または超巨大ブラッ
クホールの研究 本間 希樹

木星・土星の氷衛星の画像解析による表面状態の研究
並木則行
荒木博志
野田寛大

天文学・宇宙物理学のための最先端観測装置の開発にチャ
レンジ

関本裕太郎
野口卓
松尾宏
小嶋崇文
Alvaro Gonzalez

衛星多波長観測から彩層・コロナ超音速流の起源に迫る
勝川行雄
久保雅仁
石川遼子

研究成果を丁寧に説明します。聞いている学生のみな
さんも真剣です。

成果発表会の最後に挨拶をする富阪教授。無事発表が
終わり、学生たちもリラックス。
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集後記編
チリ出張から帰ってきたら、日本の季節が変わっていた。振替休日にちょっと遅めの衣替え進行中。（I）

KAGRA第一期実験施設完成記念式典・記者会見のために初めて神岡へ。思ったより広い地下空間、見えなくなるまで伸びる真空ダクト、超精密観測に向けた準備も着々。（h）

系外惑星の発見者、Mayor 博士の京都賞の授賞式に参加しました。小学生のお祝いの歌が心に残りました。特に「里の秋」が良かったなあ。（e）

11月になると私の住んでいる街でイルミネーションが始まる。私が帰宅する時間には、キティーちゃんのイルミネーションがしぼんでしまっていることが多く、ふくらんだキ
ティーちゃんは滅多に見られない。早く帰宅しないといけないです。（K）

新米がすでに店に出回っています。日本の原風景に水田の風景が挙げられますが、稲は海外から来た植物の筈。しかし、万葉集で「葦原の瑞穂の国……」と歌われているように、
飛鳥時代の頃には既に湿地帯の稲穂の風景が日本人の心の中に入り込んだと言えるでしょうか。（J）

北陸新幹線かがやきに初乗車。車内でプレゼンの準備をしようと画策していたものの、あれよあれよという間に長野を通過し、2時間で金沢に到着してしまい準備不足というは
めに。日本は狭くなった…。（κ）

早くも秋。一年が過ぎるのがなんと早いことか。年齢による時間の相対性原理が…。（W）

次
号
予
告

12 月 号 の 研 究
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は己を知っている？―

自発的に星を作らなく

なった銀河の発見―」
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● 事務職員
発令年月日 氏名 異動種目 異動後の所属・職名等 異動前の所属・職名等

平成27年10月1日 千葉　聡子 昇任 事務部財務課専門職員（競争的資金等担当） 事務部財務課主任（競争的資金等担当）

平成27年10月1日 佐藤　佳奈子 昇任、併任解除、併任 事務部総務課資産管理係長（併）検収センター付係長 事務部財務課資産管理係主任
（併）検収センター付け主任

平成27年10月1日 山藤　康人 配置換 事務部財務課（競争的資金等担当） 事務部総務課（総務係）

平成27年10月1日 高井　鉄弥 配置換 事務部経理課（調達係） 事務部総務課（人事係）

平成27年10月1日 坂本　美里 配置換 事務部総務課（人事係） 事務部経理課（調達係）

平成27年10月1日 三浦　則男 兼務免 事務部財務課専門員（競争的資金等担当） 事務部財務課専門員（競争的資金等担当）
（兼）事務部財務課資産管理係長

事異動人

　12月中頃は流星の季節。ふたご座流星群が毎年多くの流星を見せてくれ
るからです。今年は特に、このふたご座流星群が大変よい条件で観察でき
ます。前後10年ほどの間で、最もよい条件です。国立天文台では、ふたご

座流星群が活動する時期に合わせて
「ふたご座流星群を眺めよう 2015」
キャンペーンをおこないます。ふた
ご座流星群の活動が特に活発になる、
12月12日の夜から16日の朝までの4
晩の間に夜空を眺めて、流星がいく
つ見えたかを、ぜひインターネット
で報告してください！

ふたご座流星群を眺めよう2015

お
し
ら
せ

No.09

2 0 1 5  12 1 1  -  1 8

観察期間：2015年12月12日夜～16日朝

報告受付期間：2015年12月11日正午～18日正午
★くわしくは　http://naojcamp.nao.ac.jp/phenomena/ 
20151212-geminids/　をご覧ください。

岡山天体物理観測所で撮影された 2014 年のふたご座流星群の流星
（2014 年 12 月 15 日午前 1 時 47 分頃／撮影：TODA.H ＆ OAO/NAOJ）
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50万光年に渡って伸びた星の帯
谷口義明（愛媛大学）

★くわしい研究の成果は http://subarutelescope.org/Pressrelease/2004/11/16/j_index.html

データ
天体：COSMOS J095959+020206
         （ろくぶんぎ座）

撮影：2004年1月から2月
Bバンド（450nm：青）、r'バンド 
（620nm：緑）、z'バンド（900nm：赤）
の3色擬似カラー合成
観測装置：Suprime-Cam

ハッブル宇宙望遠鏡のトレジャリー・プログラムである“宇宙進化サーベイ（コスモス・プ
ロジェクト）”とタイアップして行われた、すばる望遠鏡のSuprime-Cam（スプリーム・カ
ム）によるコスモス天域の撮像観測で発見されたスレッシュ（引き裂かれた）銀河COSMOS 
J095959+020206の画像です。この銀河は左に見える巨大楕円銀河COSMOS 
J100003+020146の衛星銀河で、10億年以上の時間をかけて楕円銀河本体に落ち込んで
いく途上にあります。楕円銀河の強い潮汐力で二つの方向に淡い尾が見えています。尾の長
さはなんと50万光年。すばる望遠鏡でなければ、このような淡い構造を捉えることはでき
なかったでしょう。
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